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1はじめに
社会の成熟化にともない、多様な価値観を持つ人々が
「まち」（コミュニティ）に生活するようになってきたこ
とに加え、環境問題への対応などからコミュニティにおけ
る住民主体の「まちづくり」が各地で行われるようになっ
てきた(1)。しかしながら、これまで多くの「まちづく
り」は目で見て快適となる「まちづくり」、いわゆる視覚
情報を中心としたハードな環境整備であったといえる。こ
れは、視覚的にはアメニテイが向上はしたが、何かもの足
りない感じを多くの人に抱かせ、必ずしも総体的なアメニ
ティの向上にはつながっていないといえる。
人々が「まち」を感じるのは、視覚からだけではなく、
聴覚、触覚、嘆覚、味覚を含めた五感を使って「まち」の
情報を入手することで感じている。したがって、視覚から
入手する「まち」の情報を整備するだけでは、他の感覚か
ら快適な情報を入手することはできず、結果的にもの足り
なさを感じさせることとなる。とは言え、視覚情報は人が
外界から入手する情報の大部分を占めているので、この情
報が快適であることは欠かせないが、その他の情報である
聴覚、触覚、喚覚による音、風（温度や湿度なども含む)、
「におい」などの感覚からも快適さを得られることにより、
視覚情報を補完して総体的なアメニティの向上を実感する
ことになる。
音は物理的刺激による情報で客観性があるため、すでに
サウンド・スケープという概念が打ち出されて空間に整備
されるようになってきた。一方、臭気は化学的刺激による
情報であり、受ける人間の履歴に大きく関係する主観的情
報であるため、普遍化は困難であったが、最近では景観を
補強・増幅するものとして、臭気の面から「まち」を整備
してゆく概念が打ち出されるようになってきた。
臭気には人間にとってプラス要因と考えられる「かお
－38－
り」や、マイナス要因となる「悪臭」があるが、ここでは
両者を併せて「におい」という言葉を使用する。生活環境
に快適性を求める傾向が強まっていることを考え合わせる
と、「まちづくり」において不快な「におい」を防止する
だけでなく、快適な「におい」環境の創造に向けた取り組
みを推進していくことが必要となる。そこで、本輪では、
環境経営研究所の研究費助成を2002年に受けて実施した調
査研究を中心に、「まちづくり」における「におい」の意
味、役割、その活用などについて検討することを目的とし
ている。
2．環境省のにおい環境指針について
環境省は悪臭防止法に基づき、工場その他の事業所にお
ける事業活動に伴って発生する悪臭に対し必要な規制など
を推進するとともに、新しい考え方として「におい環境」
という概念を導入し、その指針づくりに取り組んできた
(2)。地域住民のよりよい生活環境の確保を図るため、
①臭気環境目標：不快な「におい」の低減と臭気に関す
る望ましい環境の維持・達成するための定量的目標
②かおり環境目標：自然の「かおり」や地域の文化や歴
史などに関わる「におい」を守り、育てるための定性
的目標
を設定し、地域住民・事業者・行政が一体となって、地域
の快適なにおい環境を形成するための施策を進めている。
生活環境のなかの「不快なにおい・臭気」を低減し、かつ
各人の状況や好みに応じて0快適に感じられる「かおり」を
楽しめる環境の保全・創造に向けて、地域の「かおり」を
発見し（気づき)、「かおり」風景という創造的な視野で環
境づくりを進め（整備し)、地域の自然・文化・歴史との
関わりの中で住民が主体となった「かおり」のまちづくり
を進める（行動する）ことが求められている。




